
令和６年１０月２５日 

海 上 保 安 庁 

 

 

 

アジア海賊対策地域協力協定（ReCAAP）情報共有センター

(ISC)による能力構築エグゼクティブ・プログラムの実施について 

～アジアにおける海賊等の根絶に向けて～ 

１. 日程 
令和６年１０月２１日(月)～２５日(金) 

 
２．参加国（１３か国） 
  日本、ラオス、タイ、フィリピン、韓国、カンボジア、ベトナム、インド、
スリランカ、中国、バングラデシュ、英国、米国 

 
３．実施結果 

第７回目となる今回の研修では、ReCAAP-ISC からアジアの海域における事
案の発生状況についての説明などが行われました。日本からは、内閣官房、
国土交通省、防衛省、外務省及び海上保安庁が参加し、日本の海洋安全保障
に係る取組、海賊及び海上武装強盗対処のための日本の取組並びに沿岸国と
の海上法執行分野での協力について説明し、参加国との間で知見の共有を行
いました。また、参加国は研究機関や海運事業者と意見交換を行いました。 
アジアの海賊等事案数はピーク時と比較して減少している一方で、シンガ

ポール海峡等においては窃盗等の事案へ懸念は残っています。 
海上保安庁では、引き続き、シーレーンの安全確保のため、アジアにおけ

る海賊等の根絶に向けて、沿岸国の海上法執行機関等の能力向上に貢献して
まいります。 

 
（参考） 

アジア海賊対策地域協力協定（ReCAAP）とは、我が国の主導で締結された
アジアの海賊・海上武装強盗問題に有効に対処するための地域協力を促進す
るための協定です。この協定に基づき、情報共有、協力体制構築のため、平
成 18 年にシンガポールに情報共有センター（ISC）が設立されました。設立
以来、海上保安庁は、この ISC へ職員 1 名を派遣し、海賊情報の収集・分析・
共有及び海上法執行能力向上支援を積極的に推進しています。

海上保安庁は、ReCAAP-ISC 及び外務省と共催で、アジア周辺海域における

海賊対策等のため、東京にて、海上法執行機関等職員を対象とした能力構築

エグゼクティブ・プログラムを実施しました。 



参考写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

ナタラジャン ReCAAP-ISC事務局長 

による開会挨拶（２２日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本ガバナー（海上保安庁総務部白﨑 

参事官）による歓迎挨拶（２２日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

ReCAAP-ISC による講演（２２日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

海上保安庁による講演（２２日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

海上保安資料館横浜館の施設見学 

を行う参加者（２３日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループディスカッションを行う参加者

（２４日） 

 


